
第一次世界大戦と日本

大正政変

【　　　　　　　　　　　】(第二次)(1911～1912)
　1911年

　1912年【　　　　　　　　　　　】即位(内大臣兼侍従長　
　    　　  【　　　　　　　　　　　　　】
　　　　　　・政府の方針・・・
　　　　　　・陸軍の方針・・・
　　　　　　　陸軍の2個師団増設要求を財政難で政府拒否→陸軍と対立
　　　　　　　　↓
　　　　　　　陸相　上原 勇作　が 帷幄上奏 のうえ辞任
　　　　　　　　↓
　　　　　　　軍部大臣現役武官制の効果が現れ内閣総辞職

【　　　　　　　　　　】(第三次)(1912～1913)
・内大臣を辞職し、詔勅を利用し成立　・・・　議会無視の態度をとる
　　　　↓
宮中・府中の別を乱すとして、第一次護憲運動展開(倒閣運動)
　スローガン　・・・　【　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　】
　中心人物　　・・・　【　　　　　　　　　　　】　(立憲政友会※憲政の神様)
　　　　　　　　　　　　 【　　　　　　　】　(立憲国民党)
　　　　↓
桂、新党(立憲同志会)結成で対抗(1913)
　　　　↓
尾崎行雄の首相弾劾演説(衆議院)
「彼等は玉座(天皇の権威)を以て胸壁となし詔勅を以て弾丸にかえて・・・　」
　　　　↓
数万の民衆の議会包囲→53日で内閣退陣【　　　　　　　　　　　　】

【　　　　　　　　　　　　　】(第一次)(1913～1914)　・・・　行政整理を行う
・薩摩閥・海軍大将、立憲政友会を与党に内閣を組閣
　1913年【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】・・・
　     　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　】
　1914年【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】・・・海軍高官の汚職事件→内閣退陣

大隈内閣(第二次)(1914～1916)・・・第一次世界大戦参戦
・立憲同志会を少数与党として出発・・・外相　加藤高明
　1914年【　　　　　　　　　　　　　　　　　】勃発→日本参戦
　1915年　立憲同志会、総選挙で圧勝
　　　　　　　二個師団増設を実現
　　　　　　　袁世凱政府に【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】を提出
　1916年工場法施行
　　　　　　第四次日露協約(日露同盟)・・・第三国の中国進出を防止する目的のため。



第一次世界大戦

第一次世界大戦開始(1914)
大戦の関係図を描いてみましょう。

二十一ヶ条の要求　提出(1915)
第一号　山東省のドイツ利権の継承
第二号　南満州(旅順・大連)及び東部内蒙古の租借期限の99ヵ年延長
第三号　漢冶ヒョウ公司(カンヤヒョウコンス)(製鉄会社)の日中合弁
第四号　福建省の不割譲
第五号　中国政府に日本人顧問採用
　　↓
最後通牒を突きつけ、第五号以外を受諾させる。(中国：5月9日=国恥記念日)
　　↓
ロシア革命　起こる
　　↓
ドイツ、革命により帝政崩壊。1919年11月休戦協定締結→第一次世界大戦終結

寺内正毅内閣 陸軍・長州閥、超然内閣

1917年　
　　　　　　中国　段キ瑞政府に多額の西原借款供与
　　　　　　石井・ランシング協定　締結(日本代表　石井菊次郎)
　　　　　　　日本の中国進出
　　　　　　　中国の門戸開放・機会均等を確認。日本の特殊権益を承認
　　　　　　ロシア革命勃発→最初の社会主義政権成立→ソヴィエト連邦

1918年
　　　　　　シベリア出兵　開始(1918～22　寺内正毅～加藤友三郎)
　　　　　　　目的　チェコスロヴァキア軍救援のため。実際はロシア革命の干渉
　　　　　　　経過　日・米・英・仏　出兵　→　1920年列強撤兵。日本軍のみ残留
　　　　　　　　　　　→尼港事件(日本軍vsパルチザン)　→　1922年、日本軍撤兵
　　　　　　　影響　戦費10億円、3000人の死者、2万人の負傷者
　　　　　　　　　　　列強の日本への警戒心が強まる
　　　　　　　　　　　シベリア出兵を見越した米の買い占め→米価高騰→米騒動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→契機・富山県の漁村の女
性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・女一揆と報道された。


